
広報　常陸大宮　　　　平成２０年２月号１２
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１
月
５
日
、
常
陸
大
宮
市
新
年
賀
詞
交
歓

会
が
、
西
部
総
合
公
園
体
育
館
に
お
い
て
開

催
さ
れ
、
約
３
０
０
人
が
出
席
し
て
新
年
の

あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
平
成　

年
中
に
善
意
銀
行
、
奨

１９

学
基
金
、
施
設
整
備
等
に　

万
円
（
相
当
）

２０

以
上
の
寄
附
を
さ
れ
た
個
人
・
団
体
に
、
市

長
か
ら
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
今
年
、「
第　

回
国
民
文
化
祭
・
い
ば

２３

ら
き
２
０
０
８
」
が
茨
城
県
で
開
催
さ
れ
、

常
陸
大
宮
市
で
は「
全
国
吟
詠
剣
詩
舞
道
祭
」

が
実
施
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
Ｐ
Ｒ
を
か
ね

て
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
市
内
で
吟

詠
剣
詩
舞
を
学
ん
で
い
る
光
楓
吟
詠
学
院
大

宮
支
部
と
嫡
流
水
府
新
刀
流
の
皆
さ
ん
に
よ

る
吟
詠
剣
詩
舞
が
披
露
さ
れ
、
新
年
の
集
い

に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　
　

月　

日
、「
年
末
の
県
下
一
斉
街
頭
犯

１２

２１

罪
等
抑
止
活
動
に
伴
う
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
」

が
市
役
所
か
ら
Ｊ
Ｒ
常
陸
大
宮
駅
周
辺
に
か

け
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
矢
数
市
長
、
大
宮
警
察
署
長
を

は
じ
め
署
員
、
大
宮
地
区
防
犯
協
会
、
大
宮

防
犯
連
絡
協
議
会
、
大
宮
地
区
交
通
安
全
協

会
大
宮
支
部
、
大
宮
地
区
交
通
安
全
母
の
会

連
絡
協
議
会
、
そ
の
他
自
警
団
等
の
防
犯
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、
街
頭

の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
飲
食
店
等
に
立
寄

り
、
チ
ラ
シ
な
ど
啓
発
物
を
配
布
し
、
飲
酒

運
転
追
放
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
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１
月　

日
、
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い

２４

て
「
第　

回
茨
城
県
統
計
大
会
」
が
開
催
さ

４９

れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
昨
年
の
叙
勲
を
受
章
さ
れ
た

大
森
忠
雄
さ
ん
と
圷
進
さ
ん
の
紹
介
や
統
計

功
労
者
の
表
彰
、
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
の

表
彰
も
行
わ
れ
、
市
か
ら
は
、
次
の
方
々
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

統
計
調
査
員
表
彰

●
知
事
表
彰

助
川　

寛
一
さ
ん
（
岩
崎
）

高
村　

喜
典
さ
ん
（
盛
金
）

生
田
目　

強
さ
ん
（
石
沢
）

野
上　

進
さ
ん
（
抽
ヶ
台
）

●
統
計
協
会
総
裁
表
彰

冨
山　

明
さ
ん
（
栄
町
）

小
田
倉　

美
津
子
さ
ん
（
泉
）

相
田　

喜
一
郎
さ
ん
（
中
富
町
）

菊
池　

孝
一
さ
ん
（
上
大
賀
）

●
経
済
産
業
省
調
査
統
計
部
長
感
謝
状

宇
留
野　

敏
明
さ
ん
（
小
野
）

関　
�
子
さ
ん
（
姥
賀
町
）
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●
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

医
療
法
人
博
仁
会
老
人
保
健
施
設

大
宮
フ
ロ
イ
デ
ハ
イ
ム

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

●
統
計
協
会
会
長
賞

　
「
楽
し
く
使
っ
て
る
よ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
も
マ
ナ
ー
は
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？
」

上
野
小
学
校　

５
年　

関　
　

萌
香
さ
ん

〈
パ
ソ
コ
ン
統
計
グ
ラ
フ
の
部
〉

 
「
小
学
生
は
勉
強
好
き�
」

大
宮
小
学
校　

５
年　

黒
羽　

麻
由
さ
ん
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▲統計大会に参加し、
表彰をされた皆さん

～お詫びと訂正～

　「広報常陸大宮１月号」
１２ページ中の「木にたず
さわって」の記事の中で、
誤りがありました。
　お詫びして訂正します。

誤　佐藤　文夫（長田）
正　佐藤　文夫（小田野）
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月　

日
、
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い

１２

１４

て
、
茨
城
県
学
校
給
食
振
興
大
会
並
び
に
食

に
関
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
、
そ
の

大
会
の
中
で�
つ
く
ろ
う
料
理
コ
ン
テ
ス
ト�

の
表
彰
式
が
あ
り
、
小
学
生
の
部
で
村
田
小

学
校
５
年
の
小
泉
佳
菜
さ
ん
が
最
優
秀
賞
、

中
学
校
の
部
で
緒
川
中
学
校
２
年
の
三
村
晃

平
さ
ん
が
優
良
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
県
教
育
委
員
会
主

催
に
よ
り
２
０
０
４
年
度
か
ら
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
度
の
テ
ー
マ
は

「
休
日
の
朝
に
家
族
と
一
緒
に
食
べ
た
い
献

立
」。
県
内
か
ら
小
学
生
３� 
７
８
２
点
、
中

学
生
１� 
７
９
７
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
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１
月　

日
、
県
庁
に
お
い
て
、
茨
城
県
下

２２

水
道
促
進
週
間
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
あ

り
、
写
真
の
部
に
お
い
て
、
山
方
小
学
校
６

年
の
中
郡
幸
志
さ
ん
が
知
事
賞
入
選
、
書
道

の
部
に
お
い
て
、
世
喜
小
学
校
４
年
の
和
田

美
里
さ
ん
が
佳
作
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
９
月　

日
の
「
下

１０

水
道
の
日
」
及
び
茨
城
県
下
水
道
促
進
週
間

の
行
事
の
一
環
と
し
て
、
下
水
道
に
対
す
る

理
解
を
深
め
、
そ
の
普
及
と
十
分
な
活
用
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
県
の
主
催
に
よ
り
毎

年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

山方小学校　６年
中郡　幸志さん

世喜小学校　４年
和田　美里さん

村田小学校　５年
小泉　佳菜さん

緒川中学校　２年
三村　晃平さん

●女性と仕事
　女性の年齢階級ごとの労働力率を比べてみると（右表）、日本や韓国では
30～40歳層を底にＭ字カーブとなり、子育て期に就業を中断する人が多い
ことが伺えます。一方、北欧や欧米ではこのくぼみは見られません。

･･･シリーズ⑪男女共同参画 世界の中の日本の状況

　日本の女性の社会参画は、国際的に見ても全般的に低い水準にあると言えます。そこで、政治・行政、職場、生活
の側面から男女の参画状況や組織等における女性の登用の状況について、日本と諸外国を比べてみました。

●各国の主な状況比較
家事・育児時
間で男性が占
める割合 （％）

女性の
賃金水準

（男性＝１００）

各職業に占める女性の割合 （％）GEM
順位 管理的職業就業者国会議員

４０.４８６.８３０.５４７.１３７.９１位ノルウェー

３７.７８８.４２９.９４７.８４７.３２位スウェーデン

３５.７７４.０３７.３４４.９３１.６９位ド イ ツ

２９.９８２.６３４.５４６.５１９.７１６位イ ギ リ ス

３７.０８１.０４２.５４６.４１６.２１２位ア メ リ カ

－７２.３２５.９４１.５２１.２１８位シンガポール

－９６.６５７.８３８.５１５.３４５位フィリピン

１２.２６２.６７.８４１.７１３.４５３位韓 国

１２.５６６.８１０.１４１.４９.４４２位日 本

　北欧諸国は、女性の社会参画が最も進んでおり、男女平等法
を整備し政府主導で女性の活躍に向け取り組みを進めています。

　西欧諸国も、政府中心で女性の登用を進めており、各分野で
の女性の参画は北欧諸国に次いで進んでいますが、具体的な施
策の内容は国によって様々です。

　アメリカでは平等の確保に基づく施策が進んでおり、ワー
ク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）施策に関しては政
府より民間企業等のリードで取り組みを進めています。

　アジア諸国では、法整備や政府の取り組みは西欧諸国と比べ
ると総体的に遅れていますが、政治・行政・職場での女性の参
画が進んでいる国もあります。

　日本は、基本的法制は諸外国に劣りませんが、実態の中で各分野での女
性の登用やワーク・ライフ・バランスが進んでいるとは言い難い状態で、
ジェンダーエンパワーメント指数（GEM※）を見ると75か国中42位です。
※GEM：女性が政治や経済活動に参加し、意志決定に参加できるかを測るもの。

女性の年齢階級別労働力率の国際比較

（平成１９年版内閣府男女共同参画白書より）




